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今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
大
乗
妙
典
お
よ
び

厨
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
品
は
、
那
須
資
明
（
芝
山
・
一
七
六

〇
ー
一
八
三
二
）が
書
写
し
た
大
乗
妙
典

と
そ
れ
を
収
め
る
厨
子
で
、
那
須
家
に

伝
来
し
た
も
の
で
す
。

　

大
乗
妙
典
は
長
さ
ニ
十
六
メ
ー
ト
ル

に
も
及
ぶ
長
大
な
巻
子
で
、
見
返
し
に

は
日
輪
と
紫
雲
の
下
に
咲
く
蓮
華
が
、

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

画
面
全
体
に
切
箔
が
押
さ
れ
、
紺
紙
と

切
箔
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
神

秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

蓮
は
北
宋
の
儒
者
宋
茂
叔
の
詩
「
愛
蓮
説
」

に
も
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
泥
沼
の
中

に
生
え
て
い
て
も
、
白
く
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
聖
者
の
高
潔
さ

を
表
す
花
と
し
て
、
古
来
よ
り
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

見
返
し
の
後
に
は
、「
妙
法
蓮
華
経
」

が
書
き
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
妙
法
蓮
華

経
は
法
華
経
と
も
い
い
、
比
喩
を
交
え

な
が
ら
法
華
一
乗
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩

の
段
階
を
経
て
仏
に
な
る
こ
と
）の
立
場

や
永
遠
の
生
命
と
し
て
の
仏
陀
を
説
い

た
経
典
で
す
。

　

巻
末
に
は
「
文
政
七
年
庚
申
歳
五
月
廿

七
日
」「
那
芝
山
焚
香
敬
写
時
年
六
十
五

歳
㊞
㊞
」と
記
さ
れ
、
文
政
七
年
（
一
八

二
四
）五
月
二
十
七
日
、
資
明
が
六
十
五

歳
の
時
に
香
を
焚
き
な
が
ら
写
し
た
経

巻
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く

資
明
は
那
須
家
の
繁
栄
と
安
泰
を
願
い
、

こ
の
経
典
を
制
作
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
那
須
与
一
伝
承
館
で
は
、
２
月

21
日
（
火
）
ま
で
本
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
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０
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　この作品は、ふれあいの丘のシャトー・エスポ
ワールのすぐ南側の芝生広場に配置された３点
１組の彫刻作品です。
　まず最初に、森に向ってゆっくりと近づいていく
２匹の大きな体の羊が目に留まります。一方、森の

方では木立の陰から尾っぽの
長い動物の後ろ姿が見えてい
ます。羊の到着を静かに待ち伏
せするオオカミのようです。こ
れからどうなるのでしょう。
　作者は、「弱く愚かとさえ思
われる羊の形を通して、それとは全く反対の無言の
強さ、および時間の漂うような流れを表現したい」
と言って作り上げた作品です。それをながめる私た
ちは、童話の世界の一場面でも見るように、どんな
結末を迎えるのかワクワクする感覚に襲われます。
　作者は、1956年長野県生まれの佐々木至氏。

1984年多摩美術大学
大学院彫刻専攻修了。
二科展に毎年出品して
多くの受賞歴があり、各
地の彫刻シンポジウム
にも参加。東京麻布十
番の童謡「赤い靴」の女
の子のモデルとなった
「きみちゃん」の像の制
作者でもあります。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）
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駐
車
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多目的広場

佐々木　至 2000年
　さ　さ　き　　 いたる

羊たちは森に消える
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